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本書は、下記の遺跡の発掘調査報告書である。

古川追跡 三重県松阪市稲木町字古川

山口遺跡 三重県松阪市井口中町字山口

本書は、平成7年度農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の第3分冊である。

3 調査にかかる費用は、その一部を国庫補助を受けて三重県教育委員会が、他を三重県牒林水産部

と地元松阪市が負担した。
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調査および整理の体制は下記による。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

古川遺跡 調査第一課

整理担当

山口逍跡

主事

主事

研修員

臨時技術補助員

第一係長

三重県埋蔵文化財センター 管理指導課

足立純子、有川芳子、石橋秀美、井田美奈子、井村浩子、柿原清子、 川 口愛、

楠純子、倉田由起子、小林佳代子、須賀幸枝、杉原泰子、武村千春、田中美樹、

豊田幸子、富楽幸子、中川章世、中山豊子、西田衣里、西村秋子、浜崎佳代、

早川陽子、堀内描子、松本春美、松月浩子、森島公子、柳田敬子

山口造跡

管理指導課

調査第一課

伊藤裕之

服部芳人

西澤裕幸

山田康博

前川嘉宏

5 調査にあたっては、 三重県農林水産部隈地整備課、松阪殿林事務所、松阪市教育委員会、漕代土

地改良区、機殿土地改良区、及び地元の方々の協力を頂いた。

作業員氏名（敬称略 ・順不同）

古川迫跡 岩崎文夫、岡田茂男、阪井邦好、鈴木博、中西弘太郎、西田昌之、西出春三、

西村武、青木キヨ、青木つや、池田一子、伊藤繁子、 岩崎敏子、岡村智子、

久保田ハナ、鈴木みさゑ、田替藤いつ子、永井すみ子、中島百々代、中西八重子、

西田ミサエ、西田りつ子、松田あさみ、松田市子

小楽崎勉、 西川隆夫、西川駒雄、本間武雄、小楽崎久子、大西綾子、 中谷君子、

橋本八千代
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本害の執箪及び写真撮影は、各調査担当者が行い、全体の編集は伊藤裕之が行った。

7 本害の方位は、 真北を用いた。なお、磁北方位は、西偏6度20分（平成3年、国土地理院）であ

る。

8
 
本書で用いた遺構表示記号は、 下記の通りである。

SB=掘立柱建物 SE=井戸 SK=土坑 SD=溝

，
 

本害で報告した記録及び出土迫物は、三重県埋蔵文化財センターに保管している。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I 松阪市稲木町 r!tJl(jft偵ホ

1 位置と環境

古川遺跡 (1) は、行政上は三重県松阪市稲木町

字古川に所在する。三重県と奈良県との境にある高

見山に源を発する櫛田川は、伊勢湾に向けてほぼ東

流し、 JR紀勢本線の櫛田川橋梁のあたりで、祓川

を分流する。古川遺跡は、その分岐点から、北東に

約2kmにあり、沖積平野の標高11mの自然堤防上に

位置する。

現在、櫛田川の分流となっている祓川は、旧河道

や自然堤防の発達が著しく、かつては櫛田川本流で

あったと考えられている。櫛田川は、たびたびの乱

流を繰り返すが、永保2年 (1082)の大洪水によっ
① 

て、現河道になったと伝えられている。

この地域は、古代における国郡制下の中では伊勢

国飯野郡に属し、東寺領大国荘の荘域にあった。 11

世紀後半には、神宮を背景に稲木大夫と呼ばれた荒

木田延能の活躍がある。中世になると「稲木神田」「中

稲木御園」の名が見られ、伊勢神宮の支配下に置か

れていく。又、「言継卿記」弘治3年条 (1557)によ
② 

れば、当地には市が立っていたことが知られ、参宮

街道の要地であったこともうかがえる。

祓川を挟んで斎宮跡 (2) と接する当該地域には、

古代から中世にかけての遺物分布地は多い。櫛田川

右岸の中の坊遺跡 (3)、古轡通り A遺跡(4)、古轡通

りB遺跡 (5)、萱原通り遺跡 (6)、崩れ通り遺跡

(7)、早馬瀬遺跡 (8)は、自然堤防上にあり、多

くの土器片の分布が見られる。しかし、当該地域の

発掘調査例は少なく、集落跡については不明な点が

多い。櫛田川左岸では、昭和53年の県道改良工事に
③ 

伴う山添遺跡 (9) の発掘例があり、平安時代から

中世にかけての建物や井戸などが確認されている。

なお、櫛田川と祓川とに挟まれた地域一帯の土層

の下部は、良質の礫や砂礫であるために、かなりの

範囲で砂利の採掘が行われている。

第 1図 遺跡位置図 1: 50,000 (国土地理院「松阪」 1:25,000より）

-1 -



I to.II I 10.14 I 10.N 
I I 
I 二

11,0I 

ヽ
＼ 

-1 
" 10-4、_—

_—ー I
" I -—_—一，_— —一" I 

\—一「―_— 10'°·" _ -1 
ャ-、 I I 

-

m

 

_|-|—

00 

-

4

1

1

 

9

-

1

0

"

 

一

＇ 
”
 

鶴

一

一L,
＼

ー

I

I

 

一

9

’
 

第3図調査区位置図 (1:2,000) (■試掘坑）
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~ 2 調査に至る契機と経過

~
 
◎
 

当センターは、平成7年度の県営ほ場整備事業（漕

代地区）に伴って分布調査・試掘調査を実施した。

その結果、事業地内の6,500rri勺こ遺跡が及ぶことが判

明した。そのため、事業により削平を受ける1,700rrf

について本調査を行うことにした。期間は平成7年

11月1日,...__,12月22日の53日間である。
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遺跡の基本的な層序は、上より第 1層：耕作士、

第2層：暗黄褐色土、第3層：黄褐色土、第4層：

淡黄褐シルト、第5層：砂礫層となる。第2層が遺

物包含層である。第 1層から第3層への土質の変化

は、全体的に漸移的である。検出面は、第3層上面

である。また、第5層の表面にはこぶし大の礫を含

むところもみられる。

4 遺構

(1) 古墳時代の遺構

調査区中央部付近を中心に、古墳時代の遺物が多

数出土した。遺物包含層からの出土が中心である。

多くは氾濫による流れ込みと考えられる。

（ア）土坑

S K48 調査区中央部南側付近で検出された直径30cm

の円形の土坑で、底部までの深さは24cmである。 S

字状口縁台付甕 (1)が出土した。

(2) 飛鳥• 奈良時代の遺構

調査区中央部南側付近で飛鳥•奈良時代の土師器

椀・甕が多数出士した。 SD17 (鎌倉時代）の南側

には、焼士が確認された。

（ア）土坑

S K40 調査区中央部南西付近で検出された直径70cm

の円形の士坑である。底部までの深さは20cmである。

土師器椀 (2)が1点、ほぼ完形で出土した。

第4図遺構全図 (1:400) 

- 3 -



~ 

SE47 

◎ 

口
Qci゚゜
ロ ｀ SK39 

[?40 
.... er 。しこ

⇔ @ ＠ 

C'.::) 砂

゜
も ヽ

序゚鯰)I ゜゚
第5図遺構平面図 (1:200) 

-4 -

゜

g/1 

ば



◎ 

(/{/ U .i 10 ゜゚゚
o゚。。

0 0゚ ゜゚ (0 

゜
。~゚o€) ゚R @ 0 ◎ ゚ 。
゜ ゜

!i:':, 

。1-1立丁虚1゜ JI / \I~a ゜ヽ ◎ 

゜゚． ゚
SE16 

゜◎ 
゜

-5 -



(3) 平安時代の遺構

調査区東部分のSK4の周辺に、いくつかの小穴

が確認された。

（ア）土坑

SK4 調査区東部分で検出された不定形の土坑で

ある。規模は長軸が推定410cm、短軸が200cm、深さ

が23cmである。埋土からは、多くの遺物が出土し、

特に 2層目の炭混じりの暗灰褐色土からは、土師器

皿・甕のほかに、ロクロ土師器椀が11点出土した。

S K42 調査区中央部西寄りで検出された不定形の

土坑である。規模は長軸180cm、短軸65cm、深さは16cm

である。士師器皿 (7)・甕が出士した。

(4) 鎌倉時代の遺構

（ア）掘立柱建物

調査区東部分と中央部南側で、多数の小穴を検出

した。小穴群の広がりから、複数の掘立柱建物の存

在が想定されたが、果樹抜根による攪乱のため、確

認できたのは 1棟のみであった。

8B1 調査区東部分北側に位置する。 3間X2間

以上の総柱の掘立柱建物である。建物方向は、 N43°

Eである。柱間は東側から2.2m+2.2m+l.8mで、

西側の柱間が狭い。南北柱間は1.8m等間で、南北柱

間より東西柱間のほうが長い。なお、入側柱穴の南

1.8mの延長上に柱穴があり、さらに南側に広がる可

能性があるが、南東部分が抜根による攪乱のために

確認までには至らなかった。柱穴からは、士師器皿

の小片が出士した。

（イ）井戸

調査区全体から 4基の井戸が検出された。いずれ

も石組井戸、あるいは石組井戸の痕跡を残すもので

ある。出土遺物から、鎌倉時代に構築されたものと

考えられる。

SE9 調査区東側の中央部、 SBlの南東4mに

ある円形の石組井戸である。掘形は、円形で南北径

410cm、東西径430cm、深さは約 380cmである。井戸の

底には、井筒として径40cmの曲物の痕跡が認められ

た。その上に20"'-'30cm大の川原石を積み上げ、裏込

めとして積石外側の隙間にはこぶし大の石を組み込

み安定させてから、土を入れている。積石の断面は、

底から 8段目付近が最も膨らんだ形（径100cm)の下

r..:il ＇ 

~c! ~ Cl! 

ー
・
~

B
而

且し

£こ

4m 

第6図 8B1実測図 (1: 100) 
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1 明灰褐色土

2 黄灰褐色土

3 暗褐色土（礫混じる）

4 黄灰褐色粘質土

5 明褐色砂質土（礫混じる）

6 明褐色砂質士（礫多く混じる）

7 褐色砂質土（礫混じる）

8 青灰色土

9 黄褐色土

10 砂礫層と細砂層の互層

11 褐色砂質層 (5cm大の礫混じる）

12 明灰砂質土（こぶし大の礫混じる）

13 褐色砂質土（礫混じる）

14 円礫 （帯水層）
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第7図 SE9 平面図• 断面図 (1:40) 
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1 灰褐色土

2 暗褐色土（土器混じる）

3 暗褐色礫

4 明灰黄色粘土

5 淡褐色礫

6 淡灰褐色土（礫混じる）

7 灰褐色土（礫多く混じる）

8 灰褐色粘質土（礫混じる）

9 淡灰褐色砂質土 19 

10 灰褐色粘質土（鉄分含む）

11 暗青灰色粘質土（礫混じる）

12 淡褐色土（礫混じる）

13 灰褐色粘質土

14 暗灰褐色土

15 暗褐色礫

16 淡黄灰色粘質土

17 明褐色礫（鉄分含む）

18 黄褐色土

19 砂礫層と細砂層の互層

20 細砂層

21 砂礫層（こぶし大よりやや小さい礫含む）

22 礫層（鉄分含む、帯水層）

第8図 SE 16 平面図• 断面図 (1:40) 
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膨れ状である。上段に向かって、だんだん狭くなり、

最上段部における内径は約60cmである。土師器皿・

鍋、山茶椀、陶器の甕等の小片が井戸埋土内に含ま

れていた。

S E15 調査区東部分の南端、 SE9の南4m、s
 E16の東2mに位置する円形の石組井戸である。掘

形は、方形で一辺480cm前後と推定される。 20'"'--30cm

の川原石が使用され、最上段部における石組みの内

径が約70cmである。井戸内には、積石に使われてい

たと考えられる石が数個転落していたことから、検

出した最上部の石組みよりも、

たと想定できる。井側が調査区外のため、上から 3

段目までしか検出しなかった。掘形埋土からの遺物

は多く、土師器皿• 鍋• 羽釜、

青磁などが出土した。又、梅花紋状に墨書された山

茶椀 (35) も出土している。

S E16 

さらに石積みがあっ

山茶椀、陶製の甕、

調査区中央付近に位置する。掘形はSE15 

と同じ方形であり、一辺 450cmである。石組み最下段

J '—-11.0m 
J' 

c> 

｀ 
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明褐色士

O lm 
I I I I I I I 
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までの深さは3m程である。最下段から石組みが検

出されたことと掘形の形状から、当初は円形の石組

井戸であったが、廃絶する際に何らかの事情で積石

を抜き取ったと考えられる。最下段については石組

みが半分ほど残っており、礫の中からは曲物の樺綴

じの部分 (31)が出土した。それらのことと SE9

の曲物の痕跡の状態を考え合わせると、 SE16には

径40cmほどの井筒があったと考えられる。掘形は、

深さ2.2m位までは播鉢状に掘られてから、約80cm垂

直に掘られている。

井戸埋土内からは極めて多量の遺物が出土してお

り、コンテナバットで約30箱である。山茶椀は、井

戸埋土の上層と底部付近を中心に出土している。墨

書された山茶椀も 7点出土している。井戸埋土の第

2層の暗褐色土（図8)にはおびただしい量の土師

器皿• 鍋•羽釜等が重なるようにして廃棄されてい

た。井戸跡を廃棄土坑として利用したと考えられる。

鉄製品も、数点井戸埋土から出土している。

南側に覆屋と考えられる柱穴も一部検出されたが、

覆屋の確認には至らなかった。 SE16から北側に伸

びる SD21は、 SE16関連のものとみられる。

S E47 調査区西側の中央に位置する井戸である。

掘形は北半分が方形、南半分が楕円形に掘削されて

いる。しかし、井戸本体は北側の方形の掘形のほぼ

中央に位置している。石組み部分の内径は約50cmと

やや小振りである。石組みの上層部分には、 14世紀

前・中葉頃の多量の土師器皿•鍋• 羽釜等とともに、

井戸本体を覆うかのように積み石が重ねられていた。

また、石組みを取り囲むように、南側に30cmほどの

間隔を空けて 2、3段の積石があった。さらに、そ

の南側にはこぶし大の石が一面に散らばっていた。

断ち割りしたところ、 2つの掘形が確認された。

北半分には、最上部から底部まで深さ約2.4mの円形

の石組井戸があり、南半分には深さ約1.4mの掘形が

存在している。石組井戸は、深さ lm付近で、石組

みが崩壊しており、かなりの積石が井戸埋士内に転

落している。又、井戸埋土からは13世紀中葉頃と思

われる山茶椀(42)が出土している。 SE47が廃絶し

た時期と石組み上層部とには、時期差が認められる。

又、南側の掘形は、北側の掘形を切る形で掘られ

ていることから、北側の井戸の廃棄後に南側に隣接
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して新しい井戸が掘られたが、何らかの理由で途中

で掘削が放棄されたのではないかとも考えられる。

このことから、上層部の石組みは、 SE47が完全

に廃絶してから、その石材を利用して新たに構築さ

れたものである可能性が考えられる。

遺物は、石組み上層部から士師器皿・鍋• 羽釜、

井戸埋土からは山茶碗、陶器の甕等、北側の掘形を

中心に数多く出土した。

（ウ）土坑

SK 1 調査区東端で検出された。 370cmX 270cm、

深さ33cm程の方形の士坑である。北端には、 20cm前

後の集石が80cm四方に見られたが、性格は不明であ

る。遺物は山茶椀が中心で、土師器甕や青磁も出土

した。時期的には、 12世紀後葉から13世紀前葉のも

のが多く、鎌倉時代の遺構のなかでは古いグループ

に属すると考えられる。

S K10 調査区東部分の北側、 SBlの南側に位置

する。 350cm(推定） X250cm、深さ30cmの不定形の

土坑である。底部は、鉄分沈着により固くしまって

いる。出土遺物は、山茶椀6点（うち墨書1点）、土

師器皿• 鍋、白磁片、土錘等である。

S K11 調査区東部分の北端で検出された。東西径

約100cm、深さ22cmである。土師器皿、山茶椀片に混

じって、 13世紀前葉のものと思われるミニチュアの

土師器鍋(56)が出士した。

S K13 調査区東部分北側、 SBlの南側で検出さ

れた。東西径約100cm、深さ 5cmの浅い士坑で、士師

器皿が出士した。

S K20 S D17内に位置する50cmX260cm、深さ60cm

の土坑で、 SBlの棟方向とほぼ平行に走る。こぶ

し大の礫とともに、土師器皿、山茶椀、陶器の甕が

出土したが、古墳時代や平安時代のものも若干混入

している。

S K23 調査区東部分北端にある60cmX120cmの不定

形の士坑である。検出面からは25cm程の深さである。

土師器片が少量出土した。

S K24 調査区東端にある径110cmの円形の士坑で、

検出面からの深さは35cm程である。土師器片が少し

出土した。

S K25 調査区東部分北端にある90cmX60cmの楕円

形の土坑である。検出面からの深さは、 44cmである。
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第 13図 SK4 平面図•土層断面図 (1 :40) 
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完形の土師器小皿 (59)が上向きの状態で3枚出土

した。

S K26 調査区東部分北端にある70cmX40cmの方形

の士坑である。検出面からの深さは45cm程で、少量

の土師器片が出土した。

S K38 調査区西部分中央に位置し、南北径370cm、

東西径110cm、深さ20cmのほぼ方形の土坑である。遺

物は南側に集中し、多量の士師器皿・鍋、山茶椀（う

ち墨書2点）等が出土した。

S K39 調査区西部分中央に位置し、直径が130cm、

深さ10cmの円形の士坑である。土師器皿が 2枚重ね

られた状態で出士した。

S K41 調査区西部分の南側に位置し、南北径200cm、

東西径150cmの不定形で、深さ10cm程の士坑である。

出土遺物の量は多量で、士師器皿• 鍋、山茶椀（う

ち墨書1点）、陶器の甕のほかに瓦、方形石硯も出土

した。

S K44 S E16の西側に隣接する80cmX130cm、深さ

20cm、不整形の土坑である。土師器皿が多数出土し

た。 SE16の井戸埋土から出土したものと時期的な

差はない。

（エ）溝

S D14 調査区の中央部北側に、 SBlの棟方向と

平行に幅100cm,..__, 150cm、深さ10cm程の浅い溝が伸び

る。 SBl南西隅付近で北側に曲がるのではないか

と推定される。溝埋土には、士師器の細片が多量に

含まれていた。

S D17 幅30"-'40cm、深さ10cm前後で、 SBlの棟

方向とほぼ平行する方向に走る。東端は、抜根によ

る攪乱を受けており、規模は不明である。中央部分

からは、数点の土師器皿 (75)とともに土師器鍋 (76)

が倒立した状態で出土し、さらに鍋の下には土師器

皿 (75)が1点口縁部を下に向けた状態で出土した。

S D21 S E16の北側に位置し、 SE16に付帯する

溝ではないかと考えられる。幅50cm、深さ20cmであ

る。土師器皿や山茶椀が出土しており、 SE16と時

期的な差はない。
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5
 
遺 物

遺物はコンテナバットにして約100箱あり、その大

部分は鎌倉時代の士師器や陶器類である。出士遺物

の半数近くが4基の井戸から出土している。他には、

須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、磁器、士錘、瓦、石

硯、鉄製品等がある。以下、時代順に主な出士遺物

について概述する。それぞれの詳細については観察

表を参照されたい。

(1) 古墳時代の遺物

古墳時代の遺物としては、土師器小形丸底壺 (78)

• 高杯 (79)・台付甕 (1・80)、須恵器杯蓋 (81)・

杯身 (82)・冦・大甕が出土している。いわゆる S字

状口縁台付甕は、調査区北側付近を中心に10点近く

出土している。

（ア） S K48出土遺物 (1)

S字状口縁台付甕 (1) 口縁が外弯する。肩部には、

部分的に櫛描横線がみられるが、 D1類に属し、 4世
④ 

紀後半頃のものと考えられる。

(2) 飛鳥•奈良時代の遺物

調査区中央部南側の焼土を中心に、土師器椀 (83

・84)・甕 (85,....__,87)が出土している。土師器椀 (84)

は、 5個重ねられた形（最上の 1個は逆さ）で出土

した。 86は、口縁一部に煤が付着している。

（ア） S K40出土遺物 (2)

土師器椀 (2) 底部から口縁部まで緩やかに立ち上

がり、内面底部には「X」状のヘラ記号がある。 2

次焼成を受けたと思われ、全体に黒っぽい色に変色

している。

(3) 平安時代の遺物

調査区中央部からは平安時代前葉、東部分からは
⑤ 

平安時代後葉の遺物が出土した。緑釉陶器 (54) は

内面に陰刻がされていることから、 9世紀後葉から

10世紀前葉のものと思われる。猿投窯産であろう。

包含層出土の黒色土器椀 (90) は、ていねいなつく

りである。

（ア） SK4出土遺物 (3"-'5)

ロクロ土師器椀 (4) 11世紀初頭に現れる灰釉陶器
⑥ 

模倣のロクロ土師器椀の系譜上にあるものと考えら

れる。

土師器甕 (5) 11世紀頃のものと思われる。

（イ）ピット出土遺物 (6)

灰釉陶器椀 (6) 内外面に灰釉がハケ塗りされる。

10世紀前後の猿投窯産と考えられる。

(4) 鎌倉時代の遺物

今回、最も出土量が多かったのが、鎌倉時代の遺

物である。土師器、陶器、磁器、石製品、木製品、

鉄製品がある。大半を土師器皿•鍋• 羽釜や山茶椀

が占める。

（ア） SE9出土遺物 (32)

山茶椀 (32) 井戸埋土下層から出土したもので、
⑦ 

藤澤編年（以下、山茶椀• 山皿の編年及び類型名は

藤澤良祐氏のものを引用する）の第6型式（渥美型）

と考えられる。 13世前葉のものと思われる。

（イ） S E15出土遺物 (33,.....,38)
⑧⑨ 

土師器羽釜 (36) 器壁も厚く、伊藤裕偉氏の編年

（以下、土師器皿・鍋• 羽釜の編年は、伊藤氏の編

年を引用する）によれば、南伊勢系土師器で13世紀

頃のものと考えられる。

山茶椀 (35) 第6型式（尾張型）で13世紀前葉の

ものと思われる。底部外面に梅花紋状の墨書がある

が、同様の墨書がされた山茶椀が、 SE47からも出

士している。

山皿 (34) 第5型式（尾張型）で12世紀後葉のも

のと考えられる。

陶器甕 (37) 口縁の断面がN字状になっている。

常滑窯産の13世紀中葉のものと思われる。

（ウ） S E16出土遺物 (8,.....,31)

土師器皿 (8,....__,15) SE 16の出土遺物の大半を占め

たのが、上層の埋士の暗褐色土から出士した200枚近

い土師器皿（以下、上層土師器皿群とする）である。

いずれも、口径が11. o,....__, 11 . 5cm、器高2.3,....__,2.Scmの

ものである。口縁はやや内側に内弯する。伊藤氏の

編年によれば、南伊勢系土師器皿のB系統のIIb期
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にあたる13世紀後葉のものと考えられる。下層の井

戸埋土からはIIb期前期にあたる土師器皿が出土し

ている。

土師器鍋 (16・17) 上層土師器皿群に共伴したも

のである。いずれも小形の鍋で器壁が薄くなってお

り、南伊勢系土師器鍋の第2段階のb型式に属する

と考えられる。出士遺物との共伴関係から13世紀中

葉から後葉にかけてのものと思われる。

土師器羽釜 (18) 上層土師器皿群とともに出土し

た。 16・17と同時期のものと考えられる。

山皿 (19) 掘形埋土上層からの出土である。底部

の張り出しが少し残っており、第 5型式（渥美型）

と考えられる。

山茶椀 (20,...__,28) S E 16から少なくとも20個以上

の山茶椀が出土しているが、上層土師器皿群ととも

に出土したものはない。いずれも第6型式（尾張型）

に相当するものと思われる。埋土上層出土の22の墨

書は右側が不鮮明であるが、「家」とも考えられる。

25は、「ゐ」か「る」と考えられる。 26は、「る」か
⑩ 

「ら」と書かれていたと考えられる。

青磁椀 (29・30) 掘形埋土から井戸埋土下層部に

かけて、青磁片が14点出土した。土師器皿群からも

出土している。ともに、外面体部には蓮弁文が施さ

れている。龍泉窯産と思われる。同様のものがSE

9、SE15でも出士している。

（エ） S E47出土遺物 (39,...__,43)

土師器鍋 (39・40) S E47の上段の積み石の間か

ら出土している。いずれも南伊勢系の鍋で、口縁部

が外反し、端部が内側へ折り返されている。第3段

階の a型式の特徴を持っている。 14世紀前・後葉頃

のものと考えられる。

山茶椀 (41・42) 41は、井戸埋土から出土したも

ので、第6型式（尾張型）と考えられる。 SEl~ 出

士の山茶椀 (35)にも41と同じ梅花紋状の墨書が認

められる。 42は、上層の井戸埋土から出土したもの

で、内面がやや直線的となり、部分的には第7型式

の特徴もあるが、基本的には第6型式（尾張型）と

考えられる。

陶器甕 (43) 上層の井戸埋土から出土した常滑窯

産の甕で、縁帯部の上部が下部よりも長く、 13世紀

中葉から後葉にかけてのものと考えられる。
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（オ） SK1 出土遺物 (44~50)

土師器皿 (44) S E16出土の土師器皿と比較して、

法量は口径で5cm、器高で2.5cmほど大きい。南伊勢

系のB系統のIIa期前葉に属すると考えられる。

土師器鍋 (45) 南伊勢系の大形の鍋で、 13世紀前

葉のものと考えられる。

陶器小椀 (46) 第4型式（尾張型）で、 12世紀半

ばのものと思われる。

山茶椀 (47,...._,49) 47は、第5型式（渥美型）で、

13世紀前葉のものと思われる。 48・49は、第6型式

（渥美型）で、 13世紀前・中葉のものと思われる。

（力） S K10出土遺物 (51~55)

山茶椀 (51,...._,53) ともに、第6型式（尾張型）に

相当するが、 53は体部内外面の直線的なつくりから

第7型式の特徴も持つ。

（キ） S K11出土遺物 (56)

土師器ミニチュア土器 (56) 土師器皿小片ともに

出土したもので、 13世紀前葉のミニチュアの士師器

鍋と考えられる。

（ク） S K38出土遺物 (60~63)

土師器小皿 (60) S K38出土遺物のなかで最も多

かったのが、士師器小皿である。 13世紀後葉のもの

と考えられる。

土師器皿 (61) S K16出土の土師器皿と比較する

と口径で1.5cmほど大きい。南伊勢系土師器皿のIIb 

期のものと考えられる。

山茶椀 (62・63) 63は、第6型式（尾張型）と考

えられる。 62は、第7様式（尾張型）である。外面

底部には、ともに「上」という字が描かれている。

さらに、 62の体部外面には「窄」の墨書もあり、同

様の墨書がされたもの (70)がSK41からも出土し

ている。

（ケ） S K41 出土遺物 (66~72)

土師器皿 (67) s E 16出士の上層土師器皿群のも

のと比べると口径で約1cmほど大きい。南伊勢系の

土師器皿B系統のIIb期 (14世紀前半）のものと考

えられる。

山茶椀 (68,...._,70) 第6型式に相当し、 69は渥美型、

68・70は尾張型だと思われる。 70の外面底部と外面

体部の墨書はSK38出士の墨書土器 (62) と同じで

ある。



方形石硯 (72) 石硯の形が長方形が基本になるの

が鎌倉時代から室町時代とされている。 72も、ちょ

うどその頃に普及したもののひとつであろう。

（コ） S K44出土遺物 (73)

土師器皿 (73) SE 16出士の上層士師器皿群のも

のと同じ IIb期のものと考えられる。

（サ） S D17出土遺物 (74,.._,77) 

土師器皿 (74・75) S E 16出土の上層土師器皿群

のものと比べると口径で約1cmほど大きい。南伊勢

6 結

今回発掘した調査区内では鎌倉時代を中心とする

集落跡を検出することができた。櫛田川と祓川には

さまれた当地は、自然堤防上を中心に集落の適地で

あったのであろう。古川遺跡周辺にも、集落跡は点

在していると思われる。

掘立柱建物

掘立柱建物の検出は、調査区東部分北側で検出さ

れた鎌倉時代のものが 1棟に留まった。しかし、小

穴の広がりから考えると、調査区東部分の周囲と中

央部の南側には、さらに住居等の広がりが予想され

る。今回、平安時代の住居跡は確認できなかったが、

調査区東部分北側を中心に平安時代のものと考えら

れる小穴等が検出された。このことから、平安時代

の住居跡は、調査区東部分の北側に存在する可能性

が考えられる。調査区西部分では、遺構・遺物の検

出ともに少なかったが、 SK41の西側には流路痕と

考えられる礫層が広がっており、河川氾濫の影響を

受けたことも考えられる。

井戸

井戸については、石組井戸が4基検出された。宇
⑪ 

野隆夫氏は、井戸の歴史で中世を「m期」として石

組井戸が普及する時代としている。石組井戸は、 12

世紀中頃,...,_,14世紀に畿内北部を中心に普及し、 15,...,_,

16世紀中頃に西日本一帯に普及するとしている。県
⑫ 

内の調査例でも、室町時代の石組井戸は多く検出さ

れている。さて、古川遺跡の井戸の成立時期である

が、井戸埋土からの出士遺物をもとに推察してみた

い。

4基の井戸の井戸埋士から共通して出土したのが、

系の土師器皿B系統のIIb期前半 (13世紀後葉）の

ものと思われる。

土師器鍋 (76) 調査区中央部から倒立した状態で

出士した。南伊勢系の第2段階のb様式の小形の鍋

である。 13世紀中葉から後葉にかけてのものと思わ

れる。

山茶椀 (77) 上層から出士したもので、第6型式

（尾張型）と思われる。

吾
-

I

―ICI 

山茶椀の第6型式である。山茶椀の第6型式が流通

消費される頃に、井戸が廃絶したと思われる。 SE

16では、上層土師器皿群より下層の井戸埋土から、

第6型式の山茶碗とともに伊藤編年のIIb期前半の

土師器皿が出土している。井戸埋士の第2層の上層

士師器皿群が、伊藤編年のIIb期後半のもので占め

られ、伊藤編年の第2段階の土師器鍋と共伴してい

ることと対照的である。上層士師器皿群は、 SE16 

が廃棄土坑となってから棄てられたと考えられるこ

とと、井戸埋土から出土した土師器皿や山茶椀等か

ら考えると、 SE16の廃絶時期は13世紀中・後葉頃

ではないかと思われる。

なお、 13世紀前半頃の龍泉窯産と思われる青磁椀

がSE16から13点出土しているほかに、 SE9・15 

からも出土している。

SE 9・15・16は、ほぼ同時期に存在していたと

思われ、 13世紀中頃には存在していた可能性が考え

られる。

一方、 SE47の井戸埋土から出土した山茶椀は、

藤澤編年の第6型式後葉のものである。 SE47の石

組みは途中で崩壊していることから、 SE47は一気

に埋没したと思われる。したがって、井戸の廃絶時

期と井戸埋士からの出土遺物との時間差は少ないと

考えられる。 13世紀中・後葉には廃絶したのではな

いかと思われる。

以上のことから、古川遺跡の井戸は、鎌倉時代前

期には成立していたのではないかと推測される。三

重県内での石組井戸の成立は室町時代とされていた

が、鎌倉時代前期にまで成立時期を遡らせてよいと

-16 -



思われる。

墨書山茶椀

出土遺物については、墨書のある山茶椀が16例確

認されている。そのなかで、別個の遺構からの出土

であるが、明らかに同じと思われる墨書が2組ある。

S E15とSE47から出土した外面底部に梅花紋状の
⑬ 

墨書のある山茶椀 (35) (41) と、 SK38とSK41か

ら出土した外面底部に「上」、外面体部に「讐」と描

かれた山茶椀である。 62と70との体部外面の記号「口ご」

は、天地が異なるが、同じものと捉えて差し支えな

いだろう。墨書の意味には、特定の祭祀や儀礼のた

めに短期的に使用された場合と、土器の使用にあた
⑭ 

って他の土器との識別のために記された場合がある。

今回の出土品は、山茶椀という日常雑器である。出

土場所も井戸の底部ではなく、井戸埋土のなかであっ

① 「西黒部意非多神社由緒記」永保2年7月10

日、 13日に「櫛田川流域ヲ変ジ」とある。（『松阪

市史』（第一巻）資料編 自然松阪市史編纂委員

会 1977年）
市有之

② 「言継卿記」弘治3年3月24日条に「いなき」

とある。（『松阪市史』（第三巻）資料編 古代・中

世松阪市史編纂委員会 1980年）

③ 新田洋『山添遺跡発掘調査報告』三重県教育委

員会 1979年

④ S字状口縁台付甕の編年に関しては、下記の文

献を参考にした。

加納俊介「土師器の編年 4東海」『古墳時代の

研究 6土師器と須恵器』 雄山閣 1991年

山田猛「弥生・古墳時代の遺物」『山城遺跡・北

瀬古遺跡』 三重県埋蔵文化財センター 1994年

⑤ 大川勝宏「斎宮跡の施釉陶器」『古代の士器研究―

律令的士器様式の西・東3 施釉陶器』 古代の

士器研究会第3回シンポジウム 1994年

⑥ 「第95次調査」『史跡斎宮跡平成4年度発掘

調査概報』 斎宮歴史博物館 1993年

⑦ 藤澤良祐「山茶椀と中世集落」『尾呂』 瀬戸市

教育委員会 1990年

藤澤良祐「山茶椀研究の現状と課題」『研究紀要

第3号』 三重県埋蔵文化財センター 1994年

⑧ 伊藤裕偉『岩出地区内遺跡群発掘調査報告』

三重県埋蔵文化財センター 1996年

-17 -

たり、廃棄士坑と思われるところである。したがっ

て、特別な意味が込められたというよりも、持ち主

個々、あるいは集団の識別のために描かれたのでは

ないかと思われる。

墨書土器に関連して、 SK41出士の方形石硯は、
⑮ 

中世の文字の普及を確認させてくれるものである。

国産の石硯が本格的に普及するのが、平安時代末期、

12世紀末""'13世紀初めにかけてである。また、長方

形の石硯が基本となるのが、鎌倉～室町時代である。

この頃になると、文字使用の場が、武士などの新興

領主層や有力農民に拡大されていく。古川遺跡も、

まさにその流れのなかに存在したのであろう。古川

遺跡の性格を考えるうえで、ひとつの大きな資料に

なると思われる。 （伊藤裕之）

⑨ 伊藤裕偉『中世南伊勢系の土師器に関する一試

論』『MieHistory』1 三重歴史文化研究会 1990 

年

⑩ 墨書については、斎宮歴史博物館の榎村寛之氏

の御教示による。

⑪ 宇野隆夫「井戸考」『史林』 65-5 1982年

⑫ 室町時代の井戸については、以下の文献を参考

にした。

福田哲也「阿形遺跡」『ヒタキ廃寺・打田遺跡・

阿形遺跡ほか』 三重県埋蔵文化財センター 1992 

年

新田洋『荘遺跡発掘調査報告』三重県教育委員

会 1980年

前川嘉宏『近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文

化財発掘調査報告ー第 6 分冊—蚊山遺跡左郡地区』

三重県教育委員会、三重県埋蔵文化財センター

1987年

⑬ 梅花紋状の畢書土器については、岸田早苗「星

書山茶椀」『山城遺跡・北世古遺跡』三重県埋蔵文

化財センター 1994年

⑭ 平川南「土器に記された文字」『月刊 文化財』

(No.362) 文化庁文化財保護部 1994年

⑮ 『企画展 古代の硯』斎宮歴史博物館 1996年
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番号
登録
器種

遺 構 法量 (cm)
調整技法の特徴 胎土

焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 口径 底径 器高 成

1 021-01 
土師器S字状 G-11 

19 4 7 6 30 1 デ内内面面体外オ部面サナ体＝デ部一底ハ部部ケ工オメ具サ(ナ4エデ本/ロcm縁)部胸横部ナ
やや粗

並 浅黄橙 1/2 
ロ縁台付甕 SK 48 （細砂粒）

2 001-04 
土師器 F-15 

12 8 4 8 面内底面ナにデX印ロ縁2部次横焼成ナデの跡外面オサエ 内
やや粗

並
にぶい
ほぼ完形

椀 SK 40 （細砂粒） 橙

3 003 -03 
土師器 B-3 

8.8 1 9 内面ナデ外面オサエ・ナデ粘土接合痕
素

並 灰白 ほぼ完形
小皿 SK4 ,.___, 2mmの砂粒

4 003 -02 
ロクロ土師器 B-3 

16 3 7 4 5 6 ロクロ炭ナ化デ 高台貼付後ナデ 底部切糸痕
やや素

不良
にぶい ロ縁1/6

椀 SK4 内面部 ~3mmの砂粒 橙 高台完存

5 004 -02 
土師器 B-3 

15 0 7 8 痕内面ナ口縁デ部内ロ縁面部に横煤ナが付デ着外面ナデ・指圧
やや素

並 灰褐 ロ縁1/ 5 " 

甕 SK4 ~1 5mmの砂粒

6 004-03 
灰釉陶器 B-4 

14 8 11 6 4 4 ロ付クロナデデ 外面底部ロクロケズリ 高台
密

良 灰白
ロ縁1/6

椀 Pit8 貼後ナ "'1 5mmの砂粒 高台完存

7 008-04 
土師器 C-15 

16 0 7 1 3 0 オ内面サ底エ部ナデ 体部横ナデ 外面底部ナデ
やや粗

並 橙 1 / 2 
皿 SK 12 （細砂粒）

8 017-04 
土師器 E-9 

7 5 1 2 内面ナデ外面オサエ
やや粗

良 淡黄 ほぼ完形
外面体部に粘土接合

"'" 

小皿 SE 16 （細砂粒） 痕

9 017-06 
土師器 E-9 

7 5 1 1 内面ナデ外面オサエ
やや密

並 淡黄 ほぼ完形
（微砂粒）小皿 SE 16 

10 017~07 
土師器 E-10 

7 5 1 2 内面ナデ外面オサエ
密

良 浅黄橙 完形
外部体部に粘土接合

（微砂粒） 痕小皿 SE 16 

11 017 -05 
土師器 E~9 

8 0 1.1 内面ナデ外面オサエ
やや密

良 淡黄 ほぼ完形
（系1B杞少粗立）小皿 SE 16 

12 016-06 
土師器 E-9 

11 2 2 3 体1内/面部底32オ部/サナ3デ＝ヨコ・オナサデ外エ面底内部面体～外部面～外下部面
やや密

良 淡黄 ほぼ完形
内面底部に炭化物付

（細砂粒） 着底部に穿孔1個皿 SE 16 

13 017 -01 
土師器 E-9 

11 0 2 5 上部内面部1底/1部/2ナ2デ未ヨ調コ・ナオ整サデ・エ板外状面内圧底面痕体部部～外～外面面下
やや粗

良 淡黄 完形
内面底部の一部に強

（細砂粒） い指オサエ皿 SE 16 

14 017 -03 
土師器 E-9 

11.2 2 3 21 内//面33底部未ヨナ調コデナ整デ・内一面外部体面板部底状～部庄外～痕面外上面部下部
やや粗

並 淡黄橙 完形
（糸IBl?J>廂立）皿 SE 16 

15 017 -02 
土師器 E-9 

11 0 2 3 デ内面底底部部未ナ調デ整内•板面体状圧部痕～外面体部ヨコナ 密 良 淡黄 完形" 

（微砂粒）皿 SE 16 

16 024 -01 
土師器 E-9 

31 5 面部内面上1ナ部/デ21/ ・指ヘ2オラサハケエズケ目リロ(縁5ヨ本コ/ナcmデ)・ 外下
やや密

並 淡黄 ロ縁2/5
外面体部全体にスス

鍋 SE 16 （微砂粒） 付着 口縁部に沈線

17 025 -01 
土師器 E-9 

32 0 1下内/面部ナ21デ/斜2めロヘ方縁ラ向ヨケにコズハナリケデ目外(7面本体/部cm上)部・ 
やや密

並 淡黄 ロ縁1/2 
外面体部全体にスス

鍋 SE 16 （微砂粒） 付着

18 024 -02 
土師器 E-9 

19 0 
跨径 後内面ナヘナデラデ外ケ面ズ上ロリ縁部ヨ1コ/ナ2デナデ銅・部下貼部り1付/け2 やや粗 並 淡黄 ロ縁3/5 外面体部にスス付着

羽釜 SE 16 23 0 （微砂粒）

018 -01 
陶器 D-10 

6 8 3 3 
1 s~ 
内外面ロクロナデ 回転糸切り痕 精良 良 灰白

ロ縁5/8
渥美619 

山皿 SE 16 1 8 高台3/4

20 018 -03 
陶器 E-9 下層

14 0 6.0 5 1 内け外後面ナデロクロナデ 糸切り痕 高台貼り付
密

良 灰白
ロ縁5/12 尾張6 内外面に自

山茶椀 SE 16 （微砂粒） 高台 1/ 2 然釉付着

21 018-02 
陶器 E-9 

15 2 7 0 5 5 内け外後面ナデロク高ロナ台デに籾殻糸切痕り痕 高台貼り付
密

良 灰白
ロ縁1/8 尾張6 内外面に自

山茶椀 SE 16 （微砂粒） 高台完存 然釉付着

22 012 -03 
陶器 D-9 上層

14 9 7.0 5.1 付内に外籾け後面殻ナロ痕デクロナ内デ面底糸部切に強り痕いナプ西台貼高台り
粗(-20mmの

良 灰白
ロ縁1/6 尾張6 内外面に自然釉

山茶椀 SE 16 砂粒） 高台完存 底部外面に墨書

23 014 -01 
陶器 E~9 

6 5 内け外後面ナデロク高ロナ台デに籾殻糸切痕り痕 高台貼り付
やや密（細砂

良 灰白 高台3/8
尾張6 底部外面に

• 一"

山茶椀 SE 16 粒を少し含む） 墨書

24 013 -03 
陶器 E-9 

14 8 6 5 4 95 内け外後面ナデロク高ロ台ナデに籾糸殻切痕り痕 高台貼り付
やや密（砂粒

良 灰白
ロ縁1/20 尾張6 底部外面に

山茶椀 SE 16 を少し含む） 高台2/3 墨書内面部にスス

25 013-02 
陶器 E-9 下層

14 7 6 4 5 15 内け外後面ナデロク内ロ部ナ底デ面糸に切ナデり痕高高台台に籾貼殻り付痕
やや粗（砂粒

良 灰黄
ロ縁1/2 猿投7 内外面に自然釉

山茶椀 SE 16 を含む） 高台完存 底部外面に墨書

26 013 -05 
陶器 E-6 下層

6 7 内け外後面ナデロクロナデ 糸切り痕 高台貼り付 やや粗（砂粒 良 灰白 高台2/3
尾張6 底部外面に

山茶椀 SE 16 を含む） 墨書

27 015 -01 
陶器 E-9 

7 3 内け後外ナ面デロク高ロ台ナデに籾糸殻痕切り痕 高台貼り付
やや粗（細砂

良 灰白 高台 1/ 3 
尾張6 底部外面に

山茶椀 SE 16 粒を含む） 墨書

28 014 -03 
陶器 E-9下層

"' 5 25 内け外後面ナデロク高ロナ台デに籾殻糸切痕り痕 高台貼り付
やや密（細砂

良 灰白 高台 1/3 底部外面に墨書
山茶椀 SE 16 粒を少し含む）

29 016-02 
磁器 E-9 

17.0 内か外か面るロクロナデ・ 釉薬（オリーブ黄）が 密（細砂粒を 良 灰白 ロ縁1/12 外面体部に蓮弁文
青磁 少し含む）SE 16 

30 016-04 
磁器 E-9 上層

2 5 内る外面ケズロクリ出ロナしデ高台・釉薬 （明緑灰） がかか
密（細砂粒を

良 灰白 高台 1/2 外面体部に蓮弁文
青磁 SE 16 少し含む）

31 019 -01 
木製品 E-9 下層

’’ "' 横綴じ部分
曲げ物 SE 16 
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番号
登録
器種

遺 構 法量 (cm)
調整技法の特徴 胎土

焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 ロ径 底径 器高 成

32 008-05 
陶器 C-6 

15.4 6 2 4 5 内外高面台底ロク部ロにナ圧デ痕 高台貼り付け後ナデ
やや密

良 灰白
ロ縁1/10

尾張6
山茶椀 SE9 （微砂粒） 高台完存

33 010-05 
土師器 E-9 

8 4 1 1 外内面面底オ部サナエデ 内面体部・ロ縁部横ナデ
やや粗

良 灰白 ロ縁1/ 3 " 

小皿 SE 15 （細砂粒）

34 010-03 
陶器 E-10 

9 0 1 8 内外面ロクロナデ底部糸切痕
やや密

良 灰白 1 / 2 尾張5
山皿 SE 15 （細砂粒）

35 014 -02 
陶器 F-7 

6 2 内り外付面け後ロナクデロナデ 底部糸切り痕 高台貼 やや密 良 灰白 底部 1/5
尾張6 底部外面に

山本椀 （絲Ill砂糸立） 墨書高台に籾殻痕SE 15 

36 010 -01 
土師器 E-9 

23 8 
羽径 ヘ内り面付ラヘけケのラズケちリ横ズナリデロ・指縁部オ横サナ＝デ外跨面部体貼部 やや粗 良 灰褐 ロ縁1/ 12 

羽釜 SE 15 29 3 （砂粒）

37 009-02 
陶器 E-7 

49 4 内外面ロクロナデ
やや密

良
にぶい
ロ縁1/20 N字状口縁

甕 （細砂粒） 灰褐SE 15 

38 016 -05 
青磁 E-10 5.5 内外内面面底ロ部クにロ蓮ナ弁デ文・施釉 ケズリ出し高台 密 良 灰白 底部 1/ 4 --

前後 （微砂粒）椀 SE 15 

土師器 ナ内下面部デ上1部外/面22/上オ部サ3オエ1サ/後エケ2ズオ・下サリ部エ後1/ハ3ケケメズ(1リ0本ロ/縁cm部)横・ やや粗（細砂 並 淡黄 ロ縁3/8 外面部にスス付着39 020-01 21.6 
鍋 SE 47 粒を含む）

土師器 ● " 

1内(/面8体6本オ部/サナcmエデ)後・ナ下ロナ部認部・1上横/部ナ2デケ1/ズ外2リハ面上ケ部メ
やや密（微砂

並 黄橙 ロ縁2/5 外面部にスス付着40 023 -01 27 1 
鍋 SE 47 粒を含む）

41 013 -01 
陶器 D-23 15 1 6 9 

後内外ナ面デ高ロ台クにロ籾ナデ殻痕糸切痕 高台貼り付け
やや粗(~3mm

良 灰黄
ロ縁1/2 尾張6 底部外面に

山茶椀 SE 47 5 25 砂粒少し含む） 高台完形 墨書

42 010 -02 
陶器 D-23 

17.2 4 1 5 1 後内外ナ面デロクロナデ 糸切痕 高台貼り付け
やや粗（砂粒

良 灰白
日縁1/ 4 尾張6 内面に自然

山茶椀 SE 47 を多く含む） 高台 1/4 釉付着

43 009-03 
陶器 E-23 

49 5 内外面ロクロナデ 外面体部一部にオサエ
やや粗（砂粒

良
にぶい
ロ縁1/12

常滑産 N字状口縁

甕 を多く含む） 赤褐 甕SE 47 

44 003 -04 
土師器 C-3 

16.2 7 1 5.8 内面・ロ縁部ナデ外面オサエ
やや密（～

並 浅黄橙 完形
内面にエ具痕

皿 SKl 1 5mmの砂粒） 外面に粘士接合痕

45 004 -01 
土師器 B-2 

30.2 内面ナデ ロ縁部横ナデ・オサエ
やや粗（～

並 灰白 ロ縁1/6 
磨滅のため調整不明

鍋 SEl 2 0mmの砂粒） 瞭

46 003← 06 
陶器 B-3 

10 5 4 9 3 0 糸内外切痕面内ロ面ク～ロ外ナデ面1裔/台3貼自然り付釉け後ナデ
やや密（～

良 灰
ロ縁1/ 5 

尾張4
小椀 SEl 2 0mmの砂粒） 底部2/5

47 003 -05 
陶器 B-2 

16 2 7 1 5 8 籾内外殻痕面ロクロナデ 高台貼り付け後ナデ・
密（砂質微砂

良 灰
ロ縁小量

渥美5
山茶椀 SKl 粒） 底部 1/2 

48 003 -01 
陶器 C-2 

16.5 7 7 4 8 糸内外切痕面内ロ面ク体ロ部ナデ～外面高台上貼部り1付/け3後自然ナ釉デ
密(~15mmの

良 灰白
日縁1/6

渥美6
山茶椀 SKl 砂粒） 底部完形

49 014 -04 
陶器 C-2 

8 0 内外面ロクロナデ 高台貼り付け後ナデ
やや密

良 灰白 底部 1/4
渥美6 外面底部に

山茶椀 （係1B位切粒：） 墨書SKl 

50 016 -03 
青磁 C-2 16 0 

内外面ロクロナデ 釉薬を施す
密

良 灰白
ロ縁1/10

内面にヘラガキ紋
椀 SKl 前後 （微砂粒） 小片

51 014 -05 
陶器 B-7 

6 5 内外面ロクロナデ 高台貼り付け後ナデ
やや密

良 灰白
底部ほぼ完

外面底部に墨書
山茶椀 SK 10 （微砂粒） 形

52 005 -04 
陶器 B-7 

15 3 6 5 5 1 内自外底然面部釉回ロ付転ク着糸ロ切ナ痕デ 高内面台貼体部り付～外け後面ナ口縁デ
やや密("-'10mm 

良 灰白
日縁1/8 尾張6 高台籾殻痕

山茶椀 SK 10 の微砂粒） 高台完形 重ね焼き痕 自然釉

53 005 -01 
陶器 A-7 

15 0 5 7 5.7 内外底面部回ロ転ク切ロ痕ナデ 高台貼り付けのちナデ
や翌密(~10mm 

良 灰白 ほぼ完形
尾張6 高台に一部

山茶椀 SK 10 の微砂粒） 籾殻痕

54 015 -03 
緑釉陶器 B-7 

貼内面り付ロけクナロデナデ全外体面に施ロ釉クロケズリ 高台
やや密

良 灰白 小片 猿投窯
皿？ SK 10 （微砂粒）

55 015 -05 土錐
A-7 穴径 幅 長さ やや密

良 灰白 完形
SK 10② 0 35 1.15 4.9 （微砂粒）

56 005 -06 
土師器 A-4 

9 0 4 2 プ門面ナデ ロ縁部横ナデ 外面オサエ後ナ
やや密(-1.0mm

良 浅黄橙 目径 1/ 4 
外面体部に粘上接合

ミニチュア鍋 SK 11 の微砂粒） 痕

57 016 -01 
緑釉陶器 B-10 6 5 

ロクロナデ底部糸切り痕
やや密

良 灰 底部 1/4
皿？ SK 20 前後 （微砂粒）

58 009 -01 
陶器 B-10 

49.0 内外面ロクロナデ
やや粗

良
にぶい
ロ縁1/24 N字状口縁

甕 SK 20 （砂粒） 橙

59 010 -04 
土師器 A-15 

8 3 1.3 内面ナデ外面オサエ
やや粗

良 浅黄橙 ロ縁3/4
小皿 SK 25 （細砂粒）

60 006-05 
土師器 D-16 

8 1 0 95 内面ナデ外面オサエ
やや粗

良 淡黄 完形
小皿 SK 38 （細砂粒）

61 006-03 
土師器 D-16 

12 8 2 8 プ酉面ナデ ロ縁部横ナデ 外面オサエ後ナ
やや粗

良 浅黄橙 ほぼ完形
磨滅のため調整不明

"'一•

（係圃位b粕立） 瞭皿 SK 38 

62 012 -01 
陶器 D-16 

15.5 6.1 5.4 切内外痕面ロクロナデ 内面底部ナデ 底部糸
粗(-30mmの

良 灰白
ロ縁1/ 3 尾張7 外面体部及

山茶椀 SK 38 砂粒） 底部完存 び底部に墨書
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播号
登録
器種

遺 構 法量 (cm)
調整技法の特徴 胎土

焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 ロ径 底径 器高 成

63 012 -02 
陶器 D-16 

15 2 6 5 5 1 底内外部面糸ロ切ク痕ロナ高デ台貼内り面付底け部後強ナいデナデ
粗(-30mmの

良灰白
ロ縁1/4 尾張6 外面底部に

山茶椀 SK 38 砂粒） 底部完存 墨書

64 006 -04 
土師器 C-17 

8 9 - 1 55 フ酉ー面ナデ ロ縁部横ナデ 底部オサエ後ナ
やや粗

良淡黄 完形
小皿 SK 39 （細砂粒）

65 006-02 
土師器 C-17 15.2 

- 3.25 内面ナデ ロ縁部横ナデ底部オサエ
やや粗

良 浅黄橙 完形
皿 SK 39 （細砂粒）

66 008-01 
土師器 E-17 

7 8 1.3 内面～外面上部 1/2ナデ外面オサエ
やや密

良灰白 ロ縁3/8
小皿 SK 41 （微砂粒）

67 008-03 
土師器 E-17 

12 6 2 5 内面～外面上部1/2ナデ外面オサエ
やや密

良 灰白 ロ縁3/4 内面底部に黒斑
（微砂粒）皿 SK 41 

68 006 -01 
陶器 E-17 

15.1 6 9 4 6 部内に外糸自面切然痕ロ釉高ク台ロナ貼デり付内け後面底ナ部デ指ナ内デ面体底部
やや粗

良 灰白 ロ縁1/2 
尾張6 高台に籾殻

山茶椀 SK 41 （細砂粒） 痕

69 008-06 
陶器 E-17 

14 6 7.2 5.3 付内外け後面ナロデクロナデ 底部糸切痕 高台貼り
やや粗

良 灰白
ロ縁3/4 渥美6 高台に籾殻

山茶椀 SK 41 （砂粒） 底部完存 痕 内面が黒く変色

70 013 -04 
陶器 E-17 

6 8 切内外痕面高台ロ貼クロり付ナデけ後ナ内面デ底部ナデ 底部糸
やや粗

良 灰白 底部完存
尾張6 外面底部及

●● . 

山茶椀 SK 41 （細砂粒） び体部に墨書

71 007 -01 丸瓦
E-17 

淡黄 内面部に布目痕" 

SK 41 

72 007 -02 石硯
E-17 幅 高さ

白 方形石硯
SK 41 10 1 2 3 

73 008 -02 
土師器 E-10 

11 8 8 4 2 5 内面ナデ外面ナデ底部オサエ
やや粗（小石

不良 淡黄 ロ縁3/4
皿 SK 44 少し含む）

74 005 -05 
土師器 D-8 

11 7 2 4 内面ナデ外面オサエ
やや粗(1mmの

良 浅黄橙 完形
内外面磨滅のため、

微砂粒含む） 調整不明瞭皿 SD 17 

75 005-03 
土師器 D-8 

12 7 2.4 内面ナデ外面オサエ
やや粗(1mmの

良 浅黄橙 ほぽ完形 76の鍋の下から出土
微砂粒含む）皿 SD 17 

76 022 -02 
土師器 D-8 

18 8 c横内m面ナ)・体デ下部部上外1部面/体23/部ケ上3ズナ部リデ2/・下3部オサ1/エ後3ケハズケリメ (ロ7本縁部／ 
やや粗(-lmm

並 淡黄
ロ縁ほぼ完形

外面部に煤付着
鍋 SD 17 の小石•砂粒） 体部1/3

77 005 -02 
陶器 D-8 

15.0 6.5 5 1 デ内外面高台ロ貼クロり付ナデけ後底ナ部デ回転糸切り痕後ナ
やや密(-1mm 

良 灰白 ほぼ完形
尾張6 高台全体に

山茶椀 SD 17 の微砂粒） 籾殻痕が多く残る

78 002-02 
土師器 C-11 

8 6 9 9 体ロ部縁部外横面ナ1/ デ2オサエ・ 1/2ケズリ
やや粗

並 浅黄橙 目縁1/2
小型丸底蓋 包含層 （細砂粒）

79 002 -01 
土師器 D-11 

19.3 12 9 杯縁(剖部9峨本内ナ/面デcハm)ケ脚メ部(内9本面ナ／プ唖）・後外ナ面デハケメロ やや粗 並 橙 ほぼ完形
高杯 包含層 （細砂粒）

80 026 -01 
土師器S字状 E-21・22

15.7 内外面体面体部部ナデハ一ケ部メ工(具3本ナデ/cm)ロ縁部横ナデ
やや密

良 浅黄橙
台部分を欠

D2類
ロ縁台付甕 包含層

"" 

（細砂粒） ＜ 

81 001-01 
須恵器 A-13 

12 8 3.6 ナ内面デ上外部面ナデ上部内ロ面ク下ロ部ケ～ズ外リ面下部ロクロ
やや粗(----1mm 

並 灰白 1/2 6世紀末
杯蓋 包含層 の細砂粒）

82 001-02 
須恵器 A-13 

11 4 内内面面底1部/21/-外2ナ面デロクロナデ
やや粗

並 灰白 1 /2 6世紀末
杯身 包含層 （細砂粒）

83 Oll-02 
土師器 E-7•8 

10.8 3 6 内面ナデ ロ縁横ナデ外面オサエナデ
やや密（砂質

並 淡黄
体部完形

椀 曇 o.2 微砂粒含む） ロ縁5/6

84 001-03 
土師器 E-6 

12 0 5.6 5 0 外内面面ナに粘デ土接ロ縁合痕部横ナデ 外面オサエ
やや粗

並 橙 完形 5個重なって出土
椀 包含層 （細砂粒）

85 027 -01 
土師器 E-7・8 

22 8 c内7m面本)ナ/口デcm縁)部上横部ナ1/デ3 ハ外ケメハ(6ケ~メ 7(本6 ／~ 密 良
にぶい
底部欠く

長銅甕 包含層 ~3mmの砂粒 黄橙

86 022-01 
土師器 E-5 

25.5 14 0 外面内面ハ面弱ケにいメ黒ヘ5斑本ラ/ケcズmリ口縁ロ縁部部に横沈線ナデ口外縁
やや粗(~1mm

並 淡黄
体部ほぼ完形

甕 包含層
,_., 

の砂粒） 日縁1/2

87 020-02 
土師器 E-7・8 

28 8 外ナ内デ面面後ハハハケケケメメメ((66本ロ本/縁/部cmcm外))面口横縁ナ部デ内面体横部
やや粗

並 橙 ロ縁1/ 2 
把手付甕 土器群No.l

• •一•

（細砂粒）

88 015 -04 土錐
C-11 穴径 幅 長さ やや密

良 淡黄 完形
包含層 9 0 3 95 7 9 （細砂粒）

89 011 -01 
土師器 E-7・8 

14 6 
体部
13.0 部内メ面外(6ナ面本デ煤/付cmロ着)縁外部面横下ナ部デオサ外＝面ナ上デ部ハ体ケ

やや密（～
並
にぶい 体部小量欠く

内面にエ具痕
壷 土師群No.8 15.2 1 5mmの砂粒） 橙 ロ縁5/6

90 011-03 
黒色土器 E-11 高台

内外面ミガキ 高台貼り付け後ナデ
やや密(~

良 黒
体部1/4

椀 包含層 6 9 1 5mmの砂粒） 高台小量

91 015 -02 
緑釉陶器 D-6 

貼内面り付ロけクナロナデデ全外体面に施ロ釉クロケズリ 高台
やや密

良 淡黄 底部 1/3 ー，．． .. , 
皿？ 包含層 （微砂粒）
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SB 1 (南東から）
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図版2

SE 9 (オヒカヽら）

SE 9 (南から）
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図版3

SE 16底部（東から）
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図版4

SE 16遺物出土状況（上層土師器皿群）
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SE 15 (西から）
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図版5
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SE 47 (西から）
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図版6

SK 38 (東から）
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図版7
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図版8
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II 
松阪市井口中町

ー 位置

山口遺跡 (1)は行政上、松阪市井口中町字山口に

所在する。位置は近鉄山田線漕代駅北方約2kmにあ

り、東は多気郡明和町との境となっている。

本遺跡は自然堤防上に立地し、西に櫛田川、東に

祓川が北に向いて流れている。

地理的環境及び歴史的環境の詳細については本書

所収の「古川遺跡」 の報告で述べているのでここで

2
 
遺

主な遺構は溝3条のみである。なお、調査区中央

部にピット群が見られる。

は一定していない。

S01 

これらの柱穴の深さや幅

このことから建物跡とは認めな

かった。遺物はコンテナバットで9箱分出土した。

調査区の西より、東に向いて蛇行して流れ

ていた溝である。幅約0.6m、深さ約0.2mである。

構

山口遺跡

と

と

環境

は省略する。

本遺跡の北方には神麻績機殿神社が所在する。

れが「延喜神名式」に見受けられる「麻績神社」

考えられている。

より問題があり、祭神などを含めて今日まで解決に
① 

至っていない。

遺

時期については土師器の小片が出士しただけで時

期は不明である。

S02 

こ

と

しかし、「麻績神社」の比定は古来

物

調査区の東側を南に向いて流れていた溝で

ある。幅は南へ行くほど広がりを見せている。溝の

深さは中央部で1.2mである。

遺物は江戸時代の士師器・陶器の小片が少量出士

遺跡位置図 (1:50,000) 第 18図
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した。受付灯明皿 (6) は、江戸時代後葉のものと思
② 

われる。

S03 調査区の東側を南に向いて流れていた溝で

3 結

今回の調査区は山口遺跡の東端部分である。検出

された主な遺構は溝3条のみであることから遺跡の

註

① 岡田登「麻績神社」（式内社調査報告会編『式内社調

査報告』第6巻東海道1 1992年）。

② 羽生淳子「かわらけ・灯明具類」（『東京大学遺跡調

査室発掘調査報告書1』東京大学本郷構内の遺跡理学

第 19図遺跡地形図 (1:5,000) 

ある。幅は約0.8m、深さは約0.4mである。遺物は

土師器甕 (1,..._,3)・須恵器壺 (4・5)が出士した。
③ 

時期は奈良時代前半である。

五
ロ
＿＿―-ロ

縁辺部にあたると思われる。（山田康博）

部7号館地点、東京大学理学部遺跡調査室 1989年）。

③ 三重県教員委員会「斎宮跡の土師器」（『斎宮跡調査

事務所年報1984』1985年）。

第20図調査区位置図 (1:2,000) 
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1. 黒褐色土（耕作土）

2. 淡褐色砂質土（拳大の礫含む） c 
3. 灰褐色粘質士 (SD3埋土）

4. 淡灰色粘質土 (SD3埋土）

5. 淡灰色土

6. 青灰色粘質土 (SD3埋土）

7. 青褐色粘質土

8. 明褐色砂質士（礫を含む）

9. 暗褐色砂質土（拳大の礫含む）

D 

8.0D mヽ

Sm 

第21図 8D2及びS03土層断面図 (1:100) 
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第22図遺構平面図 (1:200) 
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第23図遺物実測図 (1: 4) 

登録No. 器種 遺出土位構置
法量 (cm)

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考No. 
口径器高その他

1 001-03 
土師器 B4 

18 8 
ロ縁部 ヨコナデ 微砂粒

良 淡黄色 1 /6 
甕 SD3 体部内・外面ハケ目 含む

2 002 -01 
土師器 B4 

20 5 
ロ縁部 ヨコナデ、ハケ目が残る 細砂粒

良 浅黄橙色 1/8 
甕 SD3 体部内・外面ハケ目 含む

3 003 -01 
土師器 B4 

21 2 
ロ縁部 ヨコナデ 微砂粒

良 浅黄橙色 1/4 
甕 SD3 体部内・外面ハケ目 含む

4 002 -02 
須恵器 B4 

21 0 ロ縁部 ロクロナデ
細砂粒

良 灰色 1 /6 
広口壷 SD3 含む

5 003-03 
須恵器 B4 

体部内・外面 ロクロナデ
微砂粒

良 灰色
長頚壷 SD3 含む

6 002 -06 
陶器 C3 

11 0 2 0 
体部内面・ロ縁部 ロクロナデ 微砂粒

良 灰白色 1 / 5 
受付灯明皿 SD2 体部外面ヘラケズリ 含む

7 001-01 
土師器 B8 

19 2 
ロ縁部 ヨコナデ、ハケ目が残る 微砂粒

良 淡黄色 1/4 
甕 包含層 体部内・外面・ ナデ 含む

8 001 -02 
土師器 C8 

20 4 
ロ縁部 ヨコナデ 微砂粒

良 黄橙色 1 /9 
甕 包含層 体部内・外面ハケ目 含む

， 001-04 須恵器 B8 11.8 3.8 
体部内・外面 ロクロナデ 微砂粒

良 灰色 1/5 
杯 包含層 底部外面未調整 含む

10 002 -03 
須恵器 C9 

15 2 体部内・外面 ロクロナデ
細砂粒

良 灰白色 1/8 
高杯 包含層 含む

11 002 -04 
須恵器 B8 底径 体底貼部部り外付内・外台面 ロクロナデ 微砂粒

良 灰白色 1 / 5 
杯 包含層 9 0 面高， ヘナラ切デり 含む

12 001-04 山茶椀
B8 底径

体貼底部部り外付内面高・外台糸面切ナデロり痕クロナデ
微砂粒

良 灰白色
底部

包含層 7 4 含む 完形

13 001-05 山茶椀
B8 底径

底体貼部部り外付内高面・外台：面ナ：ナデデロクロナデ
微砂粒

良 灰白色
底部

包含層 7.3 含む 完形

第4表遺物観察表
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報 告 書抄録

ふりかな ふるかわいせき やまぐちいせき はっくつちょうさほうこく

書 名 古川遺跡・山口遺跡発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 133-3 

編著者名 伊藤裕之 山田康博

編集機関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-03 三重県多気郡明和町竹川 50 3番地 Tel 05965 (2) 1732 

発行年月日 西暦19 9 6年3月29日

ふりかな ふりかな コード 北緯 東経 調査面積

遺番 跡号
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 0 f ff 0'" rrf 

ふ古る川かわ遺いせ跡き 三み重えけ県ん松まつ阪さか市しい稲な木ぎ
24205 345 34° 136° 19951101 1,700 平成7年度

ち町ょう字あざふ古る川かわ
32' 35' s 県営ほ場整

備事業（漕
07" 36" 19951222 

代地区）

や山まぐ口ち遺いせ跡き 三み重えけ県ん松まつ阪さか市し井いぐ口ち
24205 34° 136° 19950710 340 平成7年度

な中かま町ち字あざや山まぐ口ち
33' 68' s 県営ほ場整

備事業（機
09" 64" 19950724 

殿地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

古川遺跡 集落跡 古墳時代～ 鎌倉時代 S字状口縁台付甕、 鎌倉時代を中心とす

鎌倉時代 掘立柱建物 1棟、 土師器皿・椀• 鍋• る集落跡。鎌倉時代

石組井戸4基、 羽釜、緑釉陶器、灰 前期の石組井戸4基

溝3条、士坑13基 釉陶器、山茶碗、陶 検出。墨書山茶椀16

器甕、青磁椀土錘 個出土。

瓦、方形石硯

山口遺跡 集落跡 奈良時代、 奈良時代 土師器甕、須恵器長

鎌倉時代、 溝 1条 頸壺・広口壺・杯・

江戸時代 江戸時代 高杯、受付灯明皿

溝 1条
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